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液-液界面晶析法は溶質の飽和良溶媒と貧溶媒の界面で結晶を作製する方法であり、比較的新し

い結晶作製技術である。反応場が２次元面であることにより、特異な形態の結晶がしばしば得ら

れることが特徴である。本研究では、液-液界面から晶析させたいくつかの物質について、モルフ

ォロジーおよび物性に及ぼす強磁場の効果を研究した。過飽和溶液から結晶を得る方法には、冷

却法、蒸発法、貧溶媒添加法、さらに本研究で行なう液-液界面晶析法などがある。液-液界面晶析

法（Liquid-Liquid Interface Precipitation Method, LLIP法）においては、良溶媒と貧溶媒を重層させ

た２次元界面で過飽和層から結晶核を生成させ、同じ２次元過飽和層で結晶を成長させる。成長

した固体結晶は溶媒より比重が高いため重力によって沈降して２次元反応場を離れ、沈殿物とし

て結晶を得る。これまで C60フラーレンのナノウィスカー結晶が磁場による減重力環境で 100 倍

程度に巨大化することを報告した。[1,2]	 本研究では、さらに様々な物質について、その結晶の

モルフォロジーおよび物性に及ぼす強磁場の影響を研究

し、磁場効果のメカニズムを追究した。分子結晶として

C60フラーレン、アミノ酸のグリシン、タウリンなどの分

子結晶を、またイオン結晶として塩を研究対象として取

り上げた。 

強磁場の力学的作用には (1)ローレンツ力、(2)磁気トル

ク、(3)ファラデー力があげられる。本磁場効果はこれら

３つ全てが複合的に核生成と結晶成長に作用した結果で

あると考えられる。すでにタンパク質の純良大型結晶化

技術に応用されているように、本 LLIP法でも重層した 2

液体が相互拡散する過程にローレンツ力が作用したと考

えられる。成長反応は薄い過飽和層でのみ起こるので、

結晶に働く磁気トルクは２次元反応場に対して成長中の

結晶の姿勢を制御する。また、磁気力を働かせることで

反応場への滞在時間、すなわち重力制御による成長反応

時間を制御することができる。 
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Fig. 1. SEM image of Fullerene 
nano-sheet crystalized by LLIP method. 
 

 
Fig. 2. SEM image of Taurine crystalized 
by LLIP method. 
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